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尾道市立三幸小学校 

研究主題：表現力と主体性・協働性を育てるための算数科授業の創造 

～わかる・できる・伝え合う児童主体の算数科授業をめざして～ 

算数科 令和５年１１月２２日（水） 第３学年 男子８名女子３名計１１名 指導者      ・ 

単元名  

 

 

本単元で育成する資質・能力 「知識・技能」「表現力」「主体性・協働性」 

１ 単元について 

算数科学習指導要領 第３学年 ［A 数と計算］ 

（５）小数とその表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （ア）端数部分の大きさを表すのに小数を用いることを知ること。また、小数の表し方及び 1／10

の位について知ること。 

  （イ）1／10 の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算ができるこ

とを知ること。 

  イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

   （ア）数のまとまりに着目し、小数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考える

とともに、小数を日常生活に生かすこと。 

単元の目標 

 小数の意味や表し方について理解し、加法及び減法の計算ができるようにするとともに、数学的表現を

適切に活用して小数の表し方や仕組み、計算の仕方を整数の十進構造と関連付けて考え、小数の意味や表

し方について振り返り、今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

（１）単元観 

 【本単元の学習の関連と発展】 

第２学年 第３学年 本単元【第３学年】 第４学年 

【４ 長さのたんい】 

◯１㎝より短い長さの表し

方 

【６ 水のかさのたんい】 

◯１L＝１０dLの関係 

【12 小数】 

◯体積や長さの小数を用い

た端数部分の表し方や仕

組み 

◯小数や小数点、整数 

○小数の構成、大小比較 

 

【12 小数】 

◯小数の加減計算とその筆

算 

【5 小数のしくみ】 

○小数の意味の拡張 

○小数の構成、大小比較 

○小数を 10倍、1／10にし

た数 

○小数の加減計算とその筆

算 

【13 小数のかけ算とわり

算】 

○小数×整数、小数÷整数 

【単元についての指導者の考え】 

本単元では、既習の数の仕組みに着目し、小数においても表し方や仕組み、加減法の計算方法を統合

的に考えた過程を振り返り、活用しようとする態度を育てたい。 

また、本単元で学習する 1／10の位までの小数の加減法の計算は、0.1 の何こ分かに着目し、整数の加

減法の計算と同じように考えて計算することができることに気づかせたい。 

さらに、児童が主体的に学習を進めることができるよう、学習リーダーを中心とした学習スタイルを

取り入れる。グループ交流の際に、学習リーダーを中心に学習を進めていき、本時で重要になる考え方

や、必要な既習事項等を黒板に提示する。児童が主体的に、既習事項から課題解決する姿を大切にした

い。 

数の表し方やしくみを調べよう 
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 【働かせる数学的な見方・考え方】 

・十進位取り記数法の原理に着目し、小数の表し方を考える。 

 ・0.1の何こ分かに着目し、計算の仕方を考える。 

（２）児童観 

 【本単元の内容に関する実態】 

 レディネステストの結果は、以下の通りである。 

 本単元のレディネステストでは、図を見ながら１Lに満たないはしたの量をｄLを用いて表すこと

ができていた。１０を１３こ集めた数はいくつになるかを答える問題で、未記入の児童が１名い

た。10が何こあるのか等を考えることについてイメージを持ちにくい児童がいる。未習内容の問題

では、１Lをこえたはしたの量を答えられない児童が多くいたが，図を見ながら答えることができた

児童もみられた。 

令和４年度標準学力調査（２年生２学期末に実施）では、全ての領域・観点で学級平均が全国平均

と同等となっている。かけ算の筆算や計算問題、長さや水のかさの大小の問題に課題がみられた。

また、式や考え方の説明を式や言葉を使って説明することも課題があった。日々の授業の中でも、

「どうしてこの式になったのか。」「なぜそう考えたのか。」自分の言葉で書いたり、説明したりして

いく必要がある。「主体的に学びに取り組む態度」の観点も全国平均を下回っており、学級全体に算

数を苦手とする傾向がある。 

問題のねらい 正答の割合 

① １Lに満たないはしたの量を dLを用いて表すことができるか。 ９０％ 

② 整数の構成や相対的な大きさをとらえることができるか。 ７２％ 

③ １Lとはしたの量を小数で表現できるか。 ４５％ 

 【資質・能力に関する実態】 

知識・技能 
算数アンケ
ートから 

「算数の授業はよく分かります。」に「すごくあてはまる」５名、「まあまああてはまる」
３名であり、肯定的反応が 80％であった。 

教師による
実態の所感 

下学年の学習内容の定着が十分でない児童が２名いる。また、単元によっては、文章を
とらえ問題場面を理解することが苦手な児童もいる。 

表現力 
算数アンケ
ートから 

「交流場面では、相手に質問や確認をしたり、自分の意見を伝えたりしています。」に
「すごくあてはまる」５名、「まあまああてはまる」３名であり、肯定的反応が 80％で
あった。 

教師による
実態の所感 

交流場面においては、学習リーダーを中心に自分の考えを積極的に伝える児童が多くい
る。また、友達の発表をつなげ、自分の考えと似ているところや違うところを言える児
童もいる。 

主体性・協働性 
算数アンケ
ートから 

「算数で学習したことを生活に役立てたり、生活の中から算数の学習に関係のあること
を見つけたりしています。」「すごくあてはまる」４名、「まあまああてはまる」４名であ
り、肯定的反応が 80％であった。 

教師による
実態の所感 

学習リーダーを中心に交流場面を進めていくことで、自分の考えを発表しようと頑張る
児童が増えてきた。学習リーダーでない児童も積極的に自分の考えを発表し，主体性を
身に付けつつある。 
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（３）指導観 

１ 数学的な表現力の育成の手立て 

単元全体 本時の具体 

・ねらいに応じて、交流のさせ方を変えていく。 
① ペア・グループ交流 
予め決められたメンバーで共通の学習課題に
対する解決方法とそれを選択した理由及び結
果を確認する。 

② 全体交流 
複数の考えを取り上げ、比較・検討したり、 
関連付けをしたりする発問や一般化を促す
発問や指示をしたりして、児童の発言を引き 
出す。必要に応じて、ジャムボード等を共有 
したり、児童のノートを撮影して電子黒板に 
投影したりすることで、視覚的に児童の考え 
を交流する。 

  
  
  

 

・交流場面で具体物を用いたり、図、式、言葉を
用いたりして考えをもち、友達に説明する活動
を取り入れるために，見通しの場面で既習事項
を確認したり、児童の見通しを共有したりす
る。また、自力解決の際に、考えがもちにくい
児童には、メスシリンダーマグネットを活用
し、1Lは 0.1の何こ分かをおさえる。 

 
① グループ交流 
学習リーダーを中心に自分の考えを伝えた 
り質問したりする。また、問題が解けた児童 
は、解き方の分からない児童に説明し、解け 
ない児童は自分も解き方を説明できるよう
になるために、分からないことをそのままに 
せず理解できなくなっても友達が教えてく
れたり、つなげてくれたりすることで表現力 
を高めていく。 

② 全体交流 
グループ交流で深めた考えを全体で発表す
る。他の友達の発表に対して、補足の説明を 
するなど、全体でさらに学びを深める。 

２ 主体性の育成の手立て 

単元全体 本時の具体 

・学習リーダーを立て、グループ交流を児童主体

で進める。また、その際教師はファシリテータ

ーとして必要な助言や説明をする。  

・未習の問題に取り組んだときに、これまでに学

習したことを使うと解くことができると感じ

ることができるために、既習の内容の掲示をし

ておく。 

・ICT 機器を活用することにより、交流場面の充

実を図るほか、ドリル学習、ジャムボード等で

個別最適な学びの実現を図る。 

 

・既習の小数のたし算と同じように、0.1 をもと

にして考えると、小数のひき算も整数のひき算

と同じように計算できることを、マス図や数直

線、式、言葉で表現できるようにしたい。 

・考えをもちにくい児童には、既習事項を確認し

たりメスシリンダーマグネットを用意したり

することで、自分の考えをもつことができるよ

うにする。 
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２ 指導と評価の計画 

（１）評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 端数部分の大きさを表す際

に小数を用いることや小数の

仕組みについて理解し、それ

らを活用して 1／10 の位まで

の小数の加減法の計算をする

ことができる。 

 数の表現や数のまとまりに着目

し、小数の記数法は整数の十進位

取り記数法を拡張したものととら

え、小数の大小関係や加減法の計

算について考え、説明している。 

 小数の意味や表し方、加減法の
計算の仕方について、図や式など
の数学的表現を用いて考えた過程
を振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき、今後の生活や学習に活
用しようとしている。 

 

 

（２）単元の計画（全１１時間） 

次 指 導 計 画 
評        価 

知 思 主 評 価 規 準 評価方法 

一 

 

 

 

・整数で表せない端数部分の

大きさの表し方を、既習の

数の仕組みや単位の学習に

着目して考え、説明するこ

とができる。（１） 

 ◎ ○ 

・１L を 10 等分したかさ 0.1L に着目

して、端数部分の水のかさの表し方

を考え、説明している。 

発言 

行動観察 

ノート 

・整数で表せない端数部分の

大きさの表し方を、既習の

数の仕組みや単位の学習に

着目して考え、説明するこ

とができる。（１） 

○ ◎  

・１dL＝0.1L であることに着目して、

ｄL で表される水のかさを小数を用

いて L で表す方法を考え、説明して

いる。 

発言 

行動観察 

ノート 

・長さ（cm）の端数部分の表

し方を、水のかさを小数で

表したことを基に考え、説

明することができる。（１） 

○ ◎  

・0.1cm について、0.1L と同様に基に

する大きさを 10等分した 1こ分の大

きさとして統合的にとらえている。 

発言 

行動観察 

ノート 

・数直線の１目盛りの大きさ

に着目して、数直線上の小

数を表す目盛りを読んだ

り、小数を数直線に表した

りする方法を考え、説明す

ることができる。（１） 

 ○ ◎ 

・既習の数直線を基に、小数の表し方

や読み方を考えたことを振り返り、

学習に生かそうとしている。 

発言 

行動観察 

ノート 

二 

 

・用語「小数第一位」を知り、

小数の位取りの仕組みや数

の構成を理解する。（１） 
◎ ○  

・小数の各位の数字は、それぞれ
100、10、1、0.1などの単位の個
数を表していることを理解してい
る。 

発言 

行動観察 

ノート 

 

・小数の大小関係について理

解する。（１） 
○ ◎  

・整数の大小関係と同様に、数直線を

活用したり、小数の相対的な大きさ

や数の構成に着目したりして、小数

の大小関係を考え、説明している。 

発言 

行動観察

ノート 

三 

 

 

・小数の表し方と仕組みに着

目し、小数第一位どうしの

小数の加法計算の仕方を考

え、説明することができる。 

(1) 

○ ◎  

・小数第一位どうしの加法計算の仕方

を理解し、答えを求めることができ

る。 

・小数の仕組み（0.1の何こ分）に着

目し、小数第一位どうしの加法計算

の仕方を整数の計算に帰着して考

え、説明している。 

発言 

行動観察 

ノート 
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・小数の表し方と仕組みに着

目し、小数第一位どうしや

１から小数をひく減法計算

の仕方を考え、説明するこ

とができる。 

(1)（本時） 

 ○ ◎ 

・小数第一位どうしの減法計算の仕方

を理解し、答えを求めることができ

る。 

・小数の仕組み（0.1の何こ分）に着

目し、小数第一位どうしの減法計算

の仕方を整数の計算に帰着して考

え、説明している。 

発言 

行動観察 

ノート 

・小数第一位までの小数の加

減法の筆算の仕方を理解

し、それらの計算をするこ

とができる。（１） ◎ ○  

・小数第一位どうしの減法計算の仕方

を理解し、答えを求めることができ

る。 

・小数の仕組み（0.1の何こ分）に着

目し、小数第一位どうしの減法計算

の仕方を整数の計算に帰着して考

え、説明している。 

発言 

行動観察 

ノート 

四 ・小数の仕組みや数の構成に

着目し、小数について多様な

見方や表し方を考え、表現す

ることができる。（１） 

 

 ◎ ○ 

・小数の仕組みや数の構成に着目し、数

直線や式を用いて、小数の多様な見

方や表し方について考え、説明して

いる。 

 

発言 

行動観察 

ノート 

 ・単元の学習の活用を通して

事象を数理的にとらえ論理的

に考察し、問題を解決する。 

（１） 

 ○ ◎ 

・学習内容を適切に活用して筋道立て

て考え、問題を解決している。 

発言 

行動観察 

ノート 
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３ 本時について（８／１１時間） 

 ○本質的な問い 

  どうすればこれまでの学習を生かして問題を解くことができるのだろうか。 

 ○単元を貫く問い 

  小数のしくみとは何か。 

（１）本時の目標 

  ・小数の表し方と仕組みに着目し、小数第一位どうしや１から小数をひく減法計算の仕方を考え、説明

することができる。 

（２）本時の展開と問題解決の過程で働かせる数学的な見方・考え方 

  ・計算の仕方を考える場面では、0.1の何こ分かに着目して、図や言葉を用いて説明することがで

きる。 

（３）評価問題と正答例 

【評価問題】 

 

 

 

 

【正答例】 

 

 

 

 

 

【数学的な表現力を見取る評価規準】 

A評価 B評価 C評価 

計算の仕方を考える場面で
は、0.1の何こ分かに着目して、
図や言葉を用いて説明すること
ができる。 

計算の仕方を考える場面で
は、0.1の何こ分かに着目して、
図や言葉を用いて考えることが
できる。 

計算の仕方を考える場面で
は、0.1の何こ分かに着目して、
図や言葉を用いて考えることが
できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レモンジュースが１Lありました。 

そのうち、0.2Lのみました。 

ジュースは何 Lのこっていますか。 

 

式（              ） 

図 

レモンジュースが１Lありました。 

そのうち、0.2Lのみました。 

ジュースは何 Lのこっていますか。 

 

式（1－0.2＝0.8 ） 

 

答え（ 0.8L） 

説明 

説明 

0.1をもとにして考えると、1は

0.1の 10こ分で、0.2は 0.1の 2

こ分である。そのため、10－2＝

8となり、0.1の 8こ分だから、

答えは 0.8Lになる。 

0.2L 

0.8L 

答え（             ） 
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（４）学習の展開 

○学習活動 
主発問 

・児童の反応，思考 

○指導上の留意点 
★課題のある児童への手立て 
【評価規準（評価方法）】 

１ 問題把握と課題設定  

○問題を掲示する。 

 

 

 

 

 

・「のこって」とあるので、今日の学習はひき算に 

なると思います。 

 

 

 

○見通し 

・たし算と同じように 0.1をもとに考えたらいい

かも。 

・1Lマスの図を使えばいいかも。 

○問いの文を考えることでひき算であることに

気づかせ、既習事項との違いを確認する。 

 

〇問題文のイメージがつくように問題場面を電

子黒板に投影し、１L マス図を使い視覚的にわ

かるようにしていく。 

 

★前時での学習の振り返りができるように、掲示

しておくようにする。 

 

 

 

〇答えの見通しをもち、たし算の計算の仕方と同

じように、0.1 の何こ分かで考えればよいこと

に気づくことができるようにする。 

〇前時の学習と同じように考えたらできると答

える児童が多いと予想するため、どのように説

明するかをしっかり考えていけるようにする。 

○本時の学習のめあてを設定する。 

 

 

 

めあて 小数の引き算のし方を考えて、説明しよう。 

２ 自力解決  

問題を解く。 

式１―0.4＝ 

 

○ア  ｄLマスで考える。 

 

○ィ  0.1Lをもとにして考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ウ  筆算で考える。 

 

 

 

◯前時のたし算の学習を想起させる。 

★メスシリンダーマグネットを操作することで 0.1

を 4こ分減らすことと、その残りの部分を理解で

きるようにする。 

○１L マス図がかかれたワークシートを配布し、図

に書き込みながら、計算の仕方を考えることがで

きるようにする。 

〇１L マス図を使った、たし算の計算の仕方を掲示

しておくことで、既習事項が活用できるようにす

る。 

 

○図、式を使って説明できるようにする。 

 

★考えがもてない児童には、それぞれの数が 0.1 の

いくつ分なのかに着目できるようにメスシリンダ

ーマグネットを活用して、繰り返し確認できるよ

う助言する。 

 

◯自力解決が難しい場合は、どこまで分かったか，

何が分からなくて困っているか、何を知りたいか

等整理させる。（問いをもたせる） 

では，今日の授業のめあては，「小数の引き
算のし方を考えて、説明しよう。」にします。 

 

たし算で学習したことでひき算でも使え

そうなことはあるかな。 

みかんジュースが１Lありました。 

そのうち、0.4Lのみました。 

ジュースは何 Lのこっていますか。 

 

１L 

0.4L 

0.6L

L 
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３ グループ交流・全体交流  

○自力解決した内容を交流する。 

【児童の説明例】 

○ア  ｄLマスで考える。 

・１L を 10ｄL、0.4L を４ｄL と整数にして考え

ました。10ー4＝6でｄLを Lで考えるので、0.6L

になります。 

○ィ  0.1をもとにして考える。 

・図を使って考えました。まず、0.1L10こ分だか
ら目盛りの 10 のところに線を引きます。次に
0.4Ｌ飲んだので、0.1を４こ分減らしました。
すると残りは 0.1が６こ分になりました。だか
ら答えは 0.6Lです。 

・式で考えました。 １は０．１の１０こ分 0.4は
0.1 の４こ分 １０－４＝６で 0.1 の６こ分だ
から 答えは 0.6Ｌです。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

○ウ筆算で考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・0.1の何こ分あるかで考えた。 
・0.1をもとにすると整数の計算で求められる。 
 
・問題２：フラッシュカードをして、式と答えが
あっているかを答える。 

 
 

○グループで交流をし、友達の考え、説明の仕方

を取り入れることで、よりよい表現を求めるよ

う促す。 

 

 

○自力解決がうまくいかなかった友達に説明を

することで、より理解しやすい表現をさせる。 

 

 

○全体交流の場面では、児童が黒板に書いた図や

式から大切なキーワード（整数にする、0，1の

何こ分か）を書きまとめを書く際に役立ててい

く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○学習リーダーを中心に質問を投げかけ、考えを

広げ深めていけるようにする。 

 

○全体交流では、自分の考えと比べながらお互い

の説明を聞き、同じ考えのもとになっている部

分を見つける。 

 

○整数の計算をしていることに着目させ、ひき算

でも 0.1をもとに考えると整数の考え方で計算

できることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フラッシュカードをする際に、間違っている答

えに関しては、なぜ間違っているのか、正しい

答えはどうなるのかを答えさせる。 

0.1が 10 こ 0.1が４こ 

残りが 0.6 

友達の考えで自分の考えと似ているとこ

ろはどこかな。 

1.0 

0.4 ― 

0.6 

位をそろえて計算しました。 

０-4 は引けないので 1 の位から

１くり下げて 10-4＝6 になりま

す。0.1L の６こ分なので 0.6 に

なります。 
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まとめ（児童の言葉から） 

小数の引き算は、0.1の何こ分あるかを考えて、整数の引き算と同じように計算できる。 

４ 評価問題 

○評価問題（ワークシート）を配る。 ○評価問題（ワークシート）を配り解答させる。 

 

【0.1 の何こ分かに着目して、図や言葉を用いて
説明することができる。（発表、ノート）】 

  

５ 振り返り 

○ノートに振り返りを書き、日直が代表して発表
する。 
①わたしは、今日のめあてを達成することがで
きました。理由は、0.1 をもとにして整数で
考えることで、答えを求めることができたか
らです。 

③ １Lマスを使って説明することで、0.1Lが 
どこにあたるのか分かったし、0.1Lの何こ分
かで考えることが、色分けをしながら説明し
てあったため分かりやすかったです。 

③今までに習ったことを使えば、初めての問題
でも解けたので、今までに習ったことを使っ
てチャレンジしてみたいです。小数の足し算
と引き算の筆算をしてみたいです。 

○振り返りを記述させる視点として、 
①今日の授業で自分のめあてや学級のめあて
は達成できたか。それはなぜか。 
（授業で何がわかったか、それは、どんな方
法をとったからか） 

④ペア交流やグループ交流を通して知った友
達の考えのよさや工夫 

（参考にしようと思う点） 
③今後今日の学習をどう役立てるのか 
・もっと調べてみたいこと 
・身の周りのもので今日の学習とのつながりが
あること 

 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 式 １－0.4＝0.6 

          答え 0.6L 

 

 

 

 

  

 

○め 小数の引き算のし方を

考えて，説明しよう。 

 

○ま小数の引き算は、0.1の何こ分あるかを考えて、整数の引き算と同じように計算で

きる。 

11/22  小数 

（水） 

 

 

 

 

○見   

・たし算と同じように 0.1 をもとに考え

る。 

・1Lマスの図を使う。 

 

○問みかんジュースが１Lありました。 

そのうち、0.4L のみました。 

ジュースは何 L のこっていますか。 

 

 

＜式や言葉で考える＞ 

・0.1 をもとにして考えると，1 は 0.1 の 10 こ

分で，0.4は 0.1の 4こ分である。そのため，10

－4＝6となり，0.1の 6こ分だから，答えは 0.6L

になる。 

 

＜図で考える＞ 

0.1をもとにして

考えるとよい。 

だから、0.6L 

○練  
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尾道市立三幸小学校  

研究主題：表現力と主体性・協働性を育てるための算数科授業の創造 

～わかる・できる・伝え合う児童主体の算数科授業をめざして～ 

算数科 令和５年１１月２２日（水） 第６学年 男子６名女子５名計１１名 指導者      。    

単元名  

 

 

本単元で育成する資質・能力 「知識・技能」「表現力」「主体性・協働性」 

 

１ 単元について 

算数科学習指導要領 第６学年 ［B（３） 円の面積］ 

（３） 平面図形の面積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア） 円の面積の計算による求め方について理解すること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア） 図形を構成する要素などに着目し、基本図形の面積の求め方を見いだすとともに、その表

現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこと。 

単元の目標 

 円の面積の計算による求め方について理解し、図形を構成する要素などに着目し、図形の面積について

考える力を養うとともに、円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式として導いた過程を振り返

り、多面的に粘り強く考えたり、今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

 

（１）単元観 

 【本単元の学習の関連と発展】 

第３学年 第５学年 本単元【第６学年】 第６学年 

【１１ 円と球】 

◯円、球の定義 

◯半径、直径 

【１３ 四角形と三角形の

面積】 

◯平行四辺形、三角形の面

積の求め方と公式 

【７ 円の面積】 

◯円の面積の求め方と公式 

◯円を含む複合図形の面積

の求め方 

【８ 角柱と円柱の体積】 

◯角柱と円柱の体積の求め

方と公式 

【９ およその面積と体

積】 

◯およその面積・体積の求

め方（概形をとらえる） 

 

【単元についての指導者の考え】 

本単元では、曲線で囲まれた図形である円の面積の求め方を、既習の図形の面積の求め方に着目して

考えていき、面積公式を導き出していく。単元前半では、既習の図形（円に内接・外接する正方形や二

等辺三角形）や、方眼の数を数える方法で、円の面積の見当をつける。この時、より円の面積に近い面

積を求める方法について、学習リーダーを中心とした、グループや全体での交流を通して、協働的に学

びを深める。単元の後半では、複合図形の面積を求めるために、円の面積の求め方や既習の図形の面積

の求め方を活用する。  

児童が主体的に学習を進めることができるよう、学習リーダーを中心とした学習スタイルを取り入れ

る。教師は「今日のカギ」として、本時で重要になる考え方や、学習を進める上で必要な既習事項等を

提示する。児童が主体的に、既習事項から課題解決する姿を大切にしたい。 

  

 

円の面積の求め方を考えよう 
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【働かせる数学的な見方・考え方】 

・既習の図形の面積の求め方に着目し、円の面積公式を導き出す。 

・図形を構成する要素などに着目し、図形の面積について考える。 

・円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式として導いた過程を振り返り、多面的に粘り強

く考えたり、今後の生活や学習に活用しようとしたりする。 

 

（２）児童観 

 【本単元の内容に関する実態】 

 レディネステストの結果は、以下の通りである。 

 １１名中２名、全ての設問で無回答の児童がいた。円周の長さや既習の図形の公式を覚えていな

いと思われる児童は２名いた。②では、特に内接円の正方形をひし形の面積公式を用いて面積を導

くことができない児童が多かった。図形領域について、既習事項が未定着の児童がいるため、既習

事項を確認しながら学習を進めていく必要がある。 

令和４年度標準学力調査（５年生２学期末に実施）では、学級平均が全国平均を上回っている。し

かし、「図形」「データの活用」の領域で全国平均を下回っている。「図形」領域では、五角形の内角

の和を三角形を用いて考えた式を答える問題で正答率が 2割未満と低かった。 

問題のねらい 正答の割合 

① 直径や半径の長さから円周の長さを求めることができるか。 ６４％ 

② 円に内接、外接する正方形について、半径の長さから正方形の面積を求めること

ができるか。 
４１％ 

③ 平行四辺形、三角形の面積の公式が分かっているか。 ６４％ 

  

【資質・能力に関する実態】 

知識・技能 
算数アンケ
ートから 

「算数の授業はよく分かります。」に「すごくあてはまる」５名、「まあまああてはまる」
4名であり、肯定的反応が 82％であった。 

教師による
実態の所感 

下学年の学習内容の定着が十分でない児童が４名いる。うち２人は意欲があるため、自
力解決で友達に質問等をすることができる。 

表現力 
算数アンケ
ートから 

「交流場面では、相手に質問や確認をしたり、自分の意見を伝えたりしています。」に
「すごくあてはまる」５名、「まあまああてはまる」4 名であり、肯定的反応が 82％で
あった。 

教師による
実態の所感 

交流場面において、自分の考えを積極的に伝えようとしているが、自力解決の場面で自
分の考えを持つことができなかったり、解決の見通しを立てられていなかったりする児
童が多く、その時は友達の考えを聞くだけになってしまう。 

主体性・協働性 
算数アンケ
ートから 

「算数で学習したことを生活に役立てたり、生活の中から算数の学習に関係のあること
を見つけたりしています。「すごくあてはまる」４名、「まあまああてはまる」5 名であ
り、肯定的反応が 82％であった。 

教師による
実態の所感 

多くの児童が学習リーダーを経験し、主体性を身につけつつある。学習リーダーでない
時に、主体的に発言する児童は３名程度に限られている。 
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（３）指導観 

１ 数学的な表現力の育成の手立て 

単元全体 本時の具体 

・交流場面で自分の考えをもち、友達に説明する
ために、 
①見通しの場面で既習事項を確認したり、児童
の見通しを共有したりする。 

②自力解決の場面で必要に応じてジャムボー
ド上の友達の考えを見て、解決の足掛かりと
する。 

・ねらいに応じて、交流のさせ方を変えていく。 
① ペア・グループ交流 
予め決められたメンバーで共通の学習課題に
対する解決方法とそれを選択した理由及び結
果を確認する。 

②ランダム交流 
 児童の主体性で交流する相手を選び、席を移動
して交流する。 

③パズル交流 
 まず、自力解決でうまくいかなかった児童が
別々の交流シートに移動し、自分の考えを持つ
ことができた児童が空いている交流シート（う
まくいかなかった児童とペアになる）に移動
し、交流する。 

④ジャムボード交流 
 一人一枚、ジャムボードに自分の考えを書き込
み、共有することで交流する。 

※①では、全員が解決方法を説明できることを目
標にし、そのための疑問点を出し合わせ、協力
して発表の準備をさせる。 

 ②は、とりわけ、自力解決の状況に個人差が生
じた時に、導入する。 

 ③は、自力解決（説明）できる児童とできない
児童がおよそ半々の時に導入する。 

 ④は、多様な考えが出たり、難しい活用問題等
自力解決できる児童が多くないだろうと思わ
れたりする場合に導入する。 

・全体交流では、複数の考えを取り上げ、比較・
検討したり、関連付けをしたりする発問や一般
化を促す発問や指示をしたりして、児童の発言
を引き出す。必要に応じて、ジャムボード等を
共有したり、児童のノートを撮影して電子黒板
に投影したりすることで、視覚的に児童の考え
を交流する。 

・グループ交流 
学級で２つのグループを作り、その中でより良

い考えについて練りあいをする。 
また、違うグループの児童に自分たちのグルー

プの考えを説明する機会を設けることで、グルー
プ交流に積極的に参加する必然性を生み、全ての
児童に表現の機会を保障する。 
 

・実寸の図形プリント多く準備することで、実測
による面積の見当や方眼を数える等、多様な方
法による思考を可能にする。 

 
・既習事項（平行四辺形や台形の面積の求め方）
の教室掲示をすることで、既習事項を活用しよ
うとする思考の手助けをする。 

 

２ 主体性の育成の手立て 

単元全体 本時の具体 

・学習リーダーを立て、グループでの交流を児童

主体で進める。また、その際教師はファシリテ

ーターとして必要な助言や説明をする。  

・ICT 機器を活用することにより、交流場面の充

実を図るほか、ドリル学習、ジャムボード等で

個別最適な学びの実現を図る。 

 

・学習リーダーを指名し、グループでの交流を児

童主体で進める。また、その際教師はファシリ

テーターとして必要な助言や説明をする。 

・児童の発表に対して補足が必要な場合は説明・

助言をする。 
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２ 指導と評価の計画 

（１）評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 円の面積の計算による求め

方について理解している。 

 図形を構成する要素などに着目

し、基本図形の求め方を見いだし

ているとともに、その表現を振り

返り、簡潔かつ的確な表現に高め、

公式として導いている。 

 円の面積について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいもの
を求めて粘り強く考えたり、数学
のよさに気付き学習したことを生
活や学習に活用しようとしたりし
ている。 

 

 

（２）単元の計画（全７時間） 

３ 本時について（１／６時間） 

 ○本質的な問い 

  新しく学習する内容にどのように挑戦したらよいだろうか。 

 ○単元を貫く問い 

  これまでに学習したことを円の面積を求めるときにどのように生かせるだろうか。 

 学習活動 知 思 主 評 価 規 準 評価方法 

一 ・半径１０cm の円の面
積の見当をつける。
（本時） 

 ◎ ◯ ・円のおよその面積を、単位面積の何こ
分の考えや円に外接、内接する正多角
形などを基にして求めようとしてい
る。 

・図形を構成する要素などに着目し、円
のおよその面積の求め方を考え、説明
している。 

発言 

行動観察 

ノート 

・既習の面積の求め方
（方眼、三角形分割）
を活用して、およそ
の面積を求める。 

 ◎ ◯ ・円のおよその面積を、単位面積の何こ
分の考えや円に外接、内接する正多角
形などを基にして求めようとしてい
る。 

・図形を構成する要素などに着目し、円
のおよその面積の求め方を考え、説明
している。 

発言 
行動観察 
ノート 

・分割でできたおうぎ
形を並べ替えると、
平行四辺形から長方
形に近づいていくこ
とを確かめる。 

◎ ◯  ・円の面積も、計算で求められることを
意識している。 

・図形を構成する要素などに着目し、円
の面積の求め方を図や式を用いて考
え、説明している。 

発言 
行動観察 
ノート 

・複合図形の面積の求
め方を考える。 

○ ◎ ◯ ・公式を用いて、円などの面積を求める
ことができる。 

・円を含む複合図形の面積について、既
習の求積可能な図形の面積を基にして
分割して考え、図や式を用いて説明し
ている。 

・円を含む複合図形の面積について、既
習の求積可能な図形の面積を基にして
粘り強く考え、求めようとしている。 

発言 

行動観察 

ノート 

・ピザづくりに関わる
問題を、円の面積な
どを活用して解決す
る。 

 ◯ ◎ ・学習内容を適切に活用して筋道を立て
て考え、問題を解決している、 

・学習内容を生活に生かそうとしてい
る。 

発言 

行動観察 

ノート 

・学習内容の定着を確
認する。 

  ◎ ・単元の学習を振り返り、価値づけたり、
今後の学習に生かそうとしたりしてい
る。 

 

発言 

ノート 

単元振り返り 
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（１）本時の目標 

  ・円のおよその面積を、これまでに学習したことを生かし見当をつけ、説明する。 

（２）本時の展開と問題解決の過程で働かせる数学的な見方・考え方 

  ・既習の図形の面積の求め方や図形を構成する要素に着目し、円のおよその面積の見当をつける。 

（３）評価問題と正答例 

【評価問題】 

半径４cmの円の面積の見当をつけましょう。 

【正答例】 

半径４ｃｍの円の外側にぴったりはまる正方形の面積は、８ｃｍ×８ｃｍで６４㎠。内側にぴったり

はまる正方形の面積は、８cm×８cm÷２で３２㎠。 

３２㎠＜半径４cmの円の面積＜６４㎠ だと考えられる。 

【数学的な表現力を見取る評価規準】 

A評価 B評価 C評価 

図形を構成する要素などに着

目し、円のおよその面積の求め方

を考え、説明している。 

円のおよその面積の求め方を

考え、説明している。 
円のおよその面積の求め方を

考え、説明できない。 

 

（４）学習の展開 

○学習活動 
主発問 

・児童の反応、思考 

○指導上の留意点 
★課題のある児童への手立て 
【評価規準（評価方法）】 

１ 問題把握と課題設定  

【学習課題の設定】 

 

 

 

○底辺１５cm 高さ１６cm と 1 辺１６cm の正方形

（直接比較） 

○1 辺１１cm の正方形（121ｃ㎡）と底辺１５cm

高さ１６cmの二等辺三角形（120ｃ㎡）（面積で比

較） 

○半径８cm の円と 1 辺１６cm の正方形（直接比

較） 

○半径８cm の円と底辺１６cm 高さ２５cm の二等

辺三角形（面積で比較）※できない 

 

・これまでの図形と同じように円の面積も求めら

れたら面積を比べることができる。 

 

 

○平行四辺形等、これまでの図形の面積を求めた

学習を思い出し、本単元の学習計画を立てる。 

・平行四辺形の時は、長方形に変形して考えたな。 

・図形の学習では、これまでに学習した図形の面

積を基に新しい図形の面積について考えたな。 

 

○５つの図形を使って、円の面積を求める本単元

の学習に必然性を生む。 

○円とその円に外接する正方形を直接比較する

活動を取り入れることで、本時の学習につなげ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◯学習計画（Googleスライドで作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○５年生の算数科デジタル教科書を電子黒板に

提示したり、既習の図形を掲示したりしておく

これまでに学習した図形の大きさを比べま

しょう。 

この学習の「学習計画」を作りましょう。 
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○これまでの図形（面積）の学習を振り返り、既

習の図形を活用して新しい図形について考えて

きたことを確認する。 

・平行四辺形は長方形に変形させて考えたな。 

・台形は対角線で三角形二つに分けたり、二倍に

して平行四辺形に変形させたりしたな。 

 

（学習計画の例） 

① 円のおよその面積を求める。 

② これまでに学習した図形を基にして考える。 

③ 円の面積を求める公式をみつける。 

④ 円の面積の公式を活用して図形の面積を求め

る。 

【問題】 

 

 

 

 

 

・授業の始めに見た正方形が使えそう。 

・円に近い図形をもとにしてみよう。 

・方眼を数えても考えられそう。 

ことで、既習事項を思い出しやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯実寸大の半径１０cmの円を配ることで、本時の

活動を通して面積の量感を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習のめあてを設定する。 

 

 

めあて（児童の言葉から） （例）半径１０cmの円の面積の見当をつけよう。 

２ 自力解決  

・内接、外接の正方形をもとに考える。 

 

 

 

 

 

・円の中に図形を敷き詰めて考える。 

（例） 

 正方形と４つの二等辺三角形 

 

 

 

 

 

・方眼を数えて考える。 

 

 

 

 

○自力解決の段階で学級を２つのグループに分

け、学習リーダーを中心に解決を進めていく。 

 

○学習リーダーはタイマーを設定し、グループの

様子を見ながらグループ思考へ移行する。 

 

◯半径１０cmの円と内接、外接の正方形を学習リ

ーダーへ配付し、それらの図形をもとに円の面

積について見当をつけられるようにする。早く

見当がつけられた人（グループ）は、より実際

の円の面積に近い面積について考えるよう指示

する。 

 

★自力解決が難しい児童には、考えている求め方

に応じて、内接、外接円の書き込まれたプリン

トなどを渡し、思考の手助けとする。 

 

◯自力解決が難しい場合は、どこまで分かった

か、何が分からなくて困っているか、何を知り

たいか等整理させる。（問いをもたせる） 

【図形を構成する要素などに着目し、円のおよそ

では、今日の授業のめあては、「半径１０cmの
円の面積の見当をつけよう。」にします。 

 

まずは､およその面積を求める目安とするた

めに面積の見当をつけましょう。 

見当をつけるとは､面積が～㎠より大きく､～

㎠より小さいという予測をすることです。 
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の面積の求め方を考えている。（ノート）】 

３ グループ交流・全体交流  

○自力解決した内容を交流する。同じ考え方のグ

ループを作り、グループの中で交流する。 

【児童の説明例】 
・私たちのグループは円の外側の正方形と内側の
正方形をもとに考えました。円の外側にぴった
りはまる正方形の面積は、２０cm×２０cmで４
００㎠なので半径１０cm の円の面積は４００
㎠より小さいことが分かりました。円の内側に
ぴったりはまる正方形の面積は、２０cm×２０
cm÷２で２００㎠になりました。このことから
半径１０cm の円の面積は２００㎠より大きい
ことが分かりました。 

 
 200㎠＜半径 10cmの円の面積＜400㎠ 
 
・私たちのグループは円の中に正方形と４つの二
等辺三角形を敷き詰めて考えました。正方形の
一辺の長さが１４cmなので１９６㎠、二等辺三
角形が一つ２１㎠なので４つで８４㎠です。合
わせると１９６＋８４＝２８０（㎠）になるの
で、半径１０cmの円の面積は２８０㎠より大き
いことが分かりました。 

 
・私たちのグループは円の外側にぴったりはまる
正方形と円の間の必要ない部分を切り取って
考えました。…。 

 
・私たちのグループは方眼を数えて考えました。
かけている方眼は二つや三つで１㎠として考
えました。…。 

 
○他のグループの児童に自分たちのグループの
考えを説明する。 

○学習リーダーを中心に交流を進める。全体交流

では、グループの全員が発言できるようにグル

ープ内で調整することで、全ての児童に表現の

機会を保障する。 

 

 

 

 

○他のグループの考えの良さについて、考えさせ

ることで多様な見方考え方への理解を深める。 

 

◯それぞれのグループの発表をもとに、現時点で

の三幸小６年生の円の面積の見当についてま

とめる。 

 

（例）280㎠＜半径 10cmの円の面積＜350㎠ 

まとめ（児童の言葉から） 

（例）半径１０cmの円の面積は、正方形など今までに習った図形をもとにして考えると、およそ 

３００㎠だと分かった。 

４ 評価問題 

○半径４cm の円の面積はおよそ何㎠だと考えら

れますか。 

○評価問題（ワークシート）を配り回答させる。 

【図形を構成する要素などに着目し、円のおよその

面積の求め方を考え、説明している。（ノート）】 

５ 振り返り 

○ノートに振り返りを書き、日直が代表して発表
する。 

・①わたしは、今日のめあてを達成することがで
きました。理由は、円の内側と外側の正方形を
もとに円のおよその面積について考えられた
からです。②円のおよその面積も今までに習っ
た図形をもとにすると考えられることが大切
だと思いました。③○○くんが、より正確に円
の面積を調べるために、直角三角形を使って考
えていたのが良いと思いました。④今日は円の
およその面積について考えたけど、正確な面積
は分からなかったので、次は正確な面積を求め
たいです。 

○振り返りを記述させる視点として、 
 ①めあてを達成できたか。 
（それはなぜか） 
②大切だと思うことや間違った原因 
③友達の意見を聞いてみて 
（比較・工夫点・良い点） 
④日常生活にどう活かせるか 
（活かしたいか） 

 を明示しておく。 
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（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○め  半径１０cmの円の面積の見当をつけよう。 

 

○ま半径１０cmの円の面積は、正方形など今までに習った図形をもとにして考えると、

およそ３００㎠だと分かった。 

11/22  円の面積 

（水） 

 

 

 

 

練 半径４cm の円の面積は

およそ何㎠だと考えられま

すか。 

 

見  
円に近い図形をもとにする 
方眼を数える 

円の外側と内側の正方形 

２０×２０＝４００（㎠） 

２０×２０÷２＝２００（㎠） 

 200 ㎠＜半径 10cm の円の面積＜400㎠ 

 

正方形と二等辺三角形をしきつめる 

１４×１４＝１９６（㎠） 

１４×３÷２＝２１（㎠） 

２１×４＝８４（㎠） 

１９６＋８４＝２８０（㎠） より大きい 


